
74

さいしょにチェックしてみよう

74

きょう有する
ゆう

たんまつを使
つか

うと、いろいろなじょうほうを友
とも

だちときょう有
ゆう

したり、まとめたことをわかりやすく
発
はっ৬ょう

表したりすることができます。ここでは、たんまつを使
つか

ってきょう有
ゆう

したり、発
はっ৬ょう

表したりするとき
に知

し

っておくべきことやᆹ
き

をつけるべきことについて学
まな

びます。

ई わたしは、たんまつを使
つか

って上
じょうず

手に発
はっ৬ょう

表できると思
おも

う
ई わたしは、感

かんそう

想を
ぐたいてき

体的に伝
つた

えることができると思
おも

う
ई わたしは、友

とも

だちの発
はっ৬ょう

表をきちんと聞
き

けていると思
おも

う
ई わたしは、聞

き

き方
かた

をくふうして、相
あ い て

手の話
はなし

を聞
き

くことができると思
おも

う
ई わたしは、自

じ ぶ ん

分の作
さくひん

ಞが勝
か っ て

手に書
か

きこまれたとき、きちんと対
たい

おうできると思
おも

う
ई わたしは、写

しゃしん

真を見
み

ることができる人
ひと

のせってい方
ほう

ほうがわかると思
おも

う

さいしょにチェックしてみよう

7474



75 かいせつへ

上手な発表方法を学ぼう

75 かいせつへ

上
じょうず

手な発
はっ৬ょうほう

表方ほうを学
まな

ぼう上
じょうず

手な発
はっ৬ょうほう

表方ほうを学
まな

ぼう

たんまつを使
つか

った発
はっ৬ょう

表のᅜ
よ う す

子です。クラスの௦
まえ

で発
はっ৬ょう

表しています。
上
じょうず

手な発
はっ৬ょう

表だと思
おも

うじゅんにならべてみましょう。

っとたんまつをᙨ
み

て፲
はっ৬ょう

ᘶしている ᔘ
き

いている人
ひと

をᙨ
み

て፲
はっ৬ょう

ᘶしている モੁターをᙨ
み

て፲
はっ৬ょう

ᘶしている

きょう有する
ゆう

とても上
じょうず

手 上
じょうず

手ではない

1 2 3
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1 2 3

上
じょうず

手な発
はっ৬ょうほう

表方ほうを学
まな

ぼう

スਣルのイント

　たんまつやモੁターをᙨ
み

ながら
はな

してしまうと、ৡうしても
こえ

が前
まえ

にとৡきにくくなります。できるだけ、ᔘ
き

いてい

る人
ひと

の方
ほう

を
む

いて፲
はっ৬ょう

ᘶするとよいでしょう。

　また、
こえ

の大
おお

きさや
はな

すណ
はや

さなৡもくふうしてみましょう。ৡのような
こえ

の大
おお

きさや
はな

すណ
はや

さだと、ᔘ
き

きやすい፲
はっ৬ょう

ᘶ

になるか、ためしてみましょう。

76

きょう有する
ゆう

友
とも

だちとくらべてみよう

76



77 かいせつへ

感想をつたえよう

77 かいせつへ

感
かんそう

想をつたえよう感
かんそう

想をつたえよう

きゅうᣘ
しょく

を作
つく

ってくれた人
ひと

に
৸

けて、૯
き ょ う

၎のきゅうᣘ
しょく

のਡレーの感
かんそう

想をつたえることになりました。

上
うえ

の感
かんそう

想を、よりよく伝
つた

わるように工
く ふ う

ൣしてみましょう。
どんなことをつけ加

くわ

えると、よい感
かんそう

想になるでしょうか。

きょう有する
ゆう

૯
き ょ う

၎のきゅうᣘ
しょく

は、おいしかったです。

૯
き ょ う

၎のきゅうᣘ
しょく

はおいしかったです。
とくに、

れい



7878

感
かんそう

想をつたえよう

スਣルのイント

　き৽うᣘ
しょく

をଢ
つく

ってくれた人
ひと

は、ৡんなことをᎬ
し

りたいでしょうかᦍ

　「おいしかった」だけでなく、ਡーのଝ
なん

がおいしかったのか、具
ৈ た い

ଜてきにᎬ
し

りたいはです。

　༻
かんそう

想をつたえるときは、ጕ
り

৾うを具
ৈ た い

ଜてきにつたえてみましょう。

78

きょう有する
ゆう

૯
き ょ う

၎のきゅうᣘ
しょく

はおいしかったです。
とくに、おᔢ

にく

がやわらかく、じゃがいもが大
おお

き
く、ニンジンがあまかったです。

友
とも

だちとくらべてみよう

かいᑇ
とう

れい

78



79 かいせつへ

上
じょうず

手に聞
き

けているかな

79 かいせつへ

上
じょうず

手に聞
き

けているかな？上
じょうず

手に聞
き

けているかな

次
つぎ

のイラストで、発
はっ৬ょう

表の聞
き

き方
かた

についてᆹ
き

になるところにগをつけましょう。

きょう有する
ゆう



8080

上
じょうず

手に聞
き

けているかな？

スਣルのイント

　ౌ
とも

だちが፲
はっ৬ょう

ᘶをしているときに、きちんとᔘ
き

くことができているでしょうかᦍౌ
とも

だちが፲
はっ৬ょう

ᘶをしているのに、たんま

つをさਇっていたり、ౌ
とも

だちと
はな

をしていたりしていることはりませんかᦍ

　፲
はっ৬ょうしゃ

ᘶᔋが
はな

しやすいように、ᔘ
き

くためのくふうも考
かんが

えてみましょう。

80

きょう有する
ゆう

かいᑇ
とう

れい

80



81 かいせつへ

聞
き

き方
かた

がちがうと、どう感
かん

じるかな

81 かいせつへ


はなし

をしている人
ひと

にଜ
からだ

もᣐ
かお

も 

৸

けない

聞
き

き方
かた

がちがうと、どう感
かん

じるかな聞
き

き方
かた

がちがうと、どう感
かん

じるかな
きょう有する

ゆう


はなし

をしている人
ひと

にଜ
からだ

を
৸

けて
ᣐ
かお

はみない

はなし

をしている人
ひと

にᣐ
かお

もଜ
からだ

も

৸

けてうなずく

1 2 3

ふたりひとくみとなり、次
つぎ

のテーマを相
あ い て

手に話
はな

してみましょう。

聞
き

く人
ひと

は、それぞれ①③の方
ほう

ほうで聞
き

いてみましょう。

ᦁつの聞
き

き方
かた

をされたとき、話
はな

す人
ひと

はそれぞれどのように感
かん

じましたか。

わたしがすきなデザートは、「○○」です。

なぜすきかというと、「○○」だからです。

おすすめのおງや಼ಞは、「○○」のものです。

テーマᦈ すきなデザート



8282


はなし

をしている人
ひと

にଜ
からだ

もᣐ
かお

も 

৸

けない

聞
き

き方
かた

がちがうと、どう感
かん

じるかな

スਣルのイント

　ᎋ
あ い て

手の
はなし

をᔘ
き

くときに、タブットをᙨ
み

たままだったり、ちがうことをしていたりしながらᔘ
き

いていたら、ᎋ
あ い て

手はৡ

う༻
かん

るでしょうか。

　いろいろなᔘ
き

き方
かた

をためして、ᎋ
あ い て

手にৡう༻
かん

るかをᔘ
き

いてみましょう。

82

きょう有する
ゆう


はなし

をしている人
ひと

にଜ
からだ

を
৸

けて
ᣐ
かお

はみない

はなし

をしている人
ひと

にᣐ
かお

もଜ
からだ

も

৸

けてうなずく

1 2 3

友
とも

だちとくらべてみよう

82



83 かいせつへ

勝
か っ て

手に書
か

きこまれたら
きょう有する

ゆう

83 かいせつへ

勝
か っ て

手に書
か

きこまれたら勝
か っ て

手に書
か

きこまれたら

自
じ ぶ ん

分のつくった作
さくひん

ಞを、みんなが見
み

られるようにஜ
こうかい

ᡂしたところ、その作
さくひん

ಞにᗌ
ら く が

書きをされてしまいまし
た。あなたならどのように対

たい

おうしますか。
次
つぎ

のᦁつのᘯ
こうৡう

動を「গ やった方
ほう

がよい」「� やらない方
ほう

がよい」にわけてみましょう。

きょう有する
ゆう

BA � やらない方
ほう

がよいগ やった方
ほう

がよい

くৼしいので
他
ほか

の人
ひと

のଢ
さくひん

ಞに 
ᗌ
ら く が

書きする

1

そのᗌ
ら く が

書きのᅜ
よ う す

භを 
 
き

ਅくしておく

2

ᗌ
ら く が

書きさたことを 

せんせい

ጴにそうだんする

3



8484

勝
か っ て

手に書
か

きこまれたら

スਣルのイント

きょう有する
ゆう

84

　クਯの
ほか

の人
ひと

のଢ
さくひん

ಞをᕮ
じ ゆ う

ጺにᙨ
み

ることができるのは、とてもৱんりですが、なか

にはఈ
か っ て

手にଢ
さくひん

ಞにႎ
か

きこみをしたり、ᗌ
ら く が

ႎきをしたりする人
ひと

もいます。そんな時
とき

は、

まはそのᗌ
ら く が

ႎきのᅜ
よ う す

භを 
き

ろくしましょう。

　ጿ
が め ん

ᢢのᅜ
よ う す

භを 
き

ろくすることをਯクーンਭットとᙶ
い

います。

　そのਯクーンਭットとともに
せんせい

生にそうだんしましょう。

BA � やらない方
ほう

がよいগ やった方
ほう

がよい

くৼしいので
他
ほか

の人
ひと

のଢ
さくひん

ಞに 
ᗌ
ら く が

書きする

1
そのᗌ

ら く が

書きのᅜ
よ う す

භを 
 
き

ਅくしておく

2

ᗌ
ら く が

書きさたことを 

せんせい

ጴにそうだんする

3

正
せい

かい

84



85 かいせつへ

だれが見
み

ることができるのかな

85 かいせつへ

だれが見
み

ることができるのかなだれが見
み

ることができるのかな
きょう有する

ゆう

次
つぎ

のように設
せってい

定されている場
ば あ い

合、この写
しゃしん

真はだれが見
み

ることができるでしょうか。
つえらびましょう。

2
ねん

1ᒜ
くみ

の人
ひと

が
ᙨ
み

ることができる

2

3
ねん

1ᒜ
くみ

の人
ひと

が
ᙨ
み

ることができる

3

このம
しゃしん

᎔をとった人
ひと

しか
ᙨ
み

ることができない

1


せんせい

生かんりᔋ
しゃ

 �年
ねん

�ᒜ
くみ

3年
ねん

�ᒜ
くみ

この写
しゃしん

真を見
み

ることができるੜーザー
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だれが見
み

ることができるのかな

スਣルのイント

きょう有する
ゆう

86

　ᚄ
せってい

ැをすることで、ம
しゃしん

᎔をᙨ
み

ることができる人
ひと

をかんりしたり、せいんしたりすることができます。

このറ
ば あ い

౧は、ਘクਯできるੜーਬーᙨ
み

ることができる人
ひと

のチェックが
せんせい

生とᦀ年
ねん

１ᒜ
くみ

に
はい

っているので、
せんせい

生とᦀ

年
ねん

１ᒜ
くみ

の人
ひと

だけがᙨ
み

ることができます。

2
ねん

1ᒜ
くみ

の人
ひと

が
ᙨ
み

ることができる

2


せんせい

生かんりᔋ
しゃ

 �年
ねん

�ᒜ
くみ

3年
ねん

�ᒜ
くみ

この写
しゃしん

真を見
み

ることができるੜーザー

正
せい

かい

86



87

チェックしてみよう

上
じょうず

手に使
つか

うために

87

まとめ

たんまつを使
つか

って「きょう有
ゆう

」や「発
はっ৬ょう

表」をᘯ
おこな

う場
ば あ い

合には、相
あ い て

手のことをいしきするひつようがあります。
どんな人

ひと

がこのじょうほうを
う

けとるのかを想
そう

ぞうしながら、「どうすれば相
あ い て

手につたわりやすいかな」と
いうことを考

かんが

え、くふうしてみましょう。

ई わたしは、たんまつを使
つか

って上
じょうず

手に発
はっ৬ょう

表することができる
ई わたしは、感

かんそう

想を
ぐたいてき

体的に伝
つた

えることができる
ई わたしは、友

とも

だちの発
はっ৬ょう

表をきちんと聞
き

くことができる
ई わたしは、聞

き

き方
かた

をくふうして、相
あ い て

手の話
はなし

を聞
き

くことができる
ई わたしは、自

じ ぶ ん

分の作
さくひん

ಞに勝
か っ て

手に書
か

きこまれたとき、きちんと対
たいおう

することができる
ई わたしは、写

しゃしん

真を見
み

ることができる人
ひと

のせってい方
ほう

ほうをせつ明
めい

することができる

チェックしてみよう

87

上
じょうず

手に使
つか

うために

きょう有する
ゆう

87


